
 

三番瀬の再生・保全のための標語（キャッチコピー）、 

シンボルマーク、マスコットキャラクターの選考について 

平 成 ２ ０ 年 ９ 月 ９ 日 （ 火 ） 

千葉県総合企画部地域づくり推進課 

１．趣 旨 

三番瀬の再生・保全のための標語（キャッチコピー）、シンボルマーク、  

マスコットキャラクターの選考につきましては、地元４市等と連携を図りな

がら、進めていきます。 

 

２．応募状況 

７月１０日（木）～９月１日（月）の応募期間において、地元４市等と   

連携し、県内出先機関、県内小・中・高等学校、大学、地元４市公民館等に

ポスター等を掲示した他、テレビ・ラジオ、地元ケーブルテレビ、雑誌等   

メディアを通じて積極的な広報活動を行いました。 

応募件（者、団体）数は、以下のとおりです。 

 ① 標語（キャッチコピー）  １９３件（１０２名） 

 ② シンボルマーク       ５５件（４４名、２団体） 

 ③ マスコットキャラクター  １１０件（８２名、２団体） 

 

３．具体的な活用方法（案） 

『三番瀬』を象徴するものとして、県の三番瀬再生事業の他、関連する種々 

の事業、イベント等の広報、関係資料等に使用します。 

具体例としては、 

 

資料３－１ 



・「県三番瀬ホームページ」、「市ホームページ」、「県民だより」、「市広報

紙」等に適宜挿入して情報を伝える。 

・シール、ステッカー、のぼりなど普及用物品の制作・頒布。 

などが想定されます。 

 

４．選考過程（案） 

事務局チェック 【事務局チェック（９月中旬～下旬）】 

 全応募作品から事務局で、応募資格のないもの等を除外。 

 商標登録等調査 【応募作品のチェック（１０月）】 

 応募作品について、同種のデザインで商標登録がされていない

か、その他人権上の配慮等問題がないかを特許庁等関係機関に 

おいて調査。 

再生会議委員、オブザーバーの意見募集【文書を郵送】 

 資料を再生会議委員、オブザーバーあてに郵送し、選考に  

当たっての視点や推薦作品等について御意見をいただく。 

経過報告【第２６回三番瀬再生会議で経過報告】 

 第    第２６回三番瀬再生会議（１１月２０日（木））で経過報告。 

選 考【選考会議（１２月上旬）】 

 ３部門○○作品の中から、選考会議で決定。 

 選考委員は、三番瀬再生会議の大西会長、吉田副会長、倉阪  

委員（広報ワーキング代表）、宮崎清氏（（元）千葉大学副学長、

地域振興デザインを専門）、地元４市を想定。 
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